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特別損失（固定資産の減損損失）の計上及び2021年３月期通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2021年3月期において、特別損失（固定資産の減損損失）を計上するとともに、2020年 11月11

日に公表した2021年３月期の通期業績予想値と、本日公表の実績値との差異について、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生及びその内容 

 当社が保有する固定資産について、現在の事業環境を踏まえ将来の回収可能性を検討した結果、一部の貸与

資産等の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、2021 年３月期決算において 545 百万円を減損損失として特別

損失に計上いたします。 

 

 

２．2021年３月期 通期業績予想値と実績値との差異（2020 年４月１日～2021年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回 発 表予 想 （Ａ ） 7,306 △340 △341 △308 △130.96 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 7,947 △349 △348 △1,021 △434.39 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 641 △9 △7 △713  

増  減  率（  ％  ） 8.8 － － －  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 0 年 ３ 月 期 ） 
7,231 111 104 145 61.96 

 

 

３．差異の理由 

 2021年３月期通期の業績については、住宅鉄骨事業は生産設備等の増強により増収となったものの、仮設機

材事業はコロナ禍の影響等により収益性が低下しました。当期純利益については、上記の特別損失の発生によ

り、前回予想を大幅に下回る結果となりました。 

 

以 上 

 


